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Ⅰ　はじめに
　社会科のねらいは，子供たちが社会認識を深め，社
会的な見方や考え方を成長させることである。それは，
社会的事象について調べたことや考えたことをもとに
話し合う活動によって求めてきた。しかし，これまで
の指導上の反省から，子供一人ひとりに資料の読み取
りや調べ活動の内容のばらつきが原因で，話し合い活
動が噛み合わなかったり話し合いを好む子供の一方的
な発言で学習が進んだりする課題があった。
　そこで，本研究では，学習問題に対して，子供一人
ひとりにしっかりと考えをもたせた上で，話し合いの
際に，追究の視点が同質の小集団や異質の小集団を形
成し，多様な視点から判断の根拠となる事実を比べさ
せることで，社会的事象がもつ特色や関連，意味の認
識の高まりを目指した。

Ⅱ　研究主題の説明
1　社会的な判断を高める社会科学習
　社会的な判断とは，見学や調査，資料をもとに，地
域社会の社会的事象の特色や相互の関連，意味をとら
えることである。

2　社会的な判断を高める社会科学習
　社会的な判断を高める社会科学習とは，多様な追究
の視点をもつ他者との追究により，判断の根拠となる
事実を加えたり，結び付けたりしながら判断を強め，

地域社会の一員としての自覚や誇り，愛情を深めてい
く子供を育てる学習構想である。
　本研究では，中学年の児童を対象に，以下のよ姿を
目指していく。

○�　多様な追究の視点をもつ他者との追究し，社会
的な見方や考え方，表現を高め，地域社会の特色
を生み出す人々の行為の意味を判断する視点を見
出すことができる。
○�　地域社会の特色を生み出す人々の行為の意味
を，願いと営み，目的と手段の関係で見たり，自
他の考えを相互に比べて考えたりすることができ
る。
○�　地域社会における社会的事象の意味や相互の関
連をとらえ，地域社会の一員としての自覚や，地
域社会に対する誇りと愛情をもつことができる。

Ⅲ　研究副主題の説明
1　つくり出す活動
　ここでいう「つくり出す活動」とは，導入段階で，
地域社会の事象を支える人の営みに迫る学習問題や追
究の視点を見出す活動，展開段階で，他者との追究に
より，事象を支える人の行為の意味を見出す活動，発
展段階で，これからの自分と社会とのかかわりを見出
す活動のことである。さらに，「つくり出す活動」は，「表
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現」「交流」「再表現」の 3つで構成し，以下のような
内容をもつ。

表現 　事象の観察や調査，資料の読み取りをも
とにつくった考えを出し合う。

交流 　友達と考えを比較・検討し，判断の根拠
となる事実を比べ合う。

再表現 　交流の結果をもとに，付加・修正を加え，
価値的な考えと高め合う。

2　「つくり出す活動Ⅱ」を重視した活動構成
　導入段階では，人々の思いや願いに着目する資料提
示や予想の分類により，社会的事象に対する驚きや疑
問を学習問題に深化させ，追究の視点を明確にする「つ
くり出す活動Ⅰ」を設定する。次に，展開段階では，
人の営みに着目する資料提示や考えの比較・検討の場
の設定により，学習問題を強化する視点を見出し，判
断する「つくり出す活動Ⅱ」を設定する。そして，発
展段階では，自分と社会とのかかわりに着目する資料
提示により，これからの自分と社会とのかかわりを見
出す「つくり出す活動Ⅲ」を設定する。
　「つくり出す活動Ⅱ」を重視した活動構成とは，特に，
展開段階における「つくり出す活動Ⅱ」において，学
習問題に対する予想が同じ子供の小集団（同質）及び
追究対象が同じ小集団を編制し，交流活動の場を設定
することである（図 1）。

Ⅳ　研究の構想
1  教材化の工夫
　子供に，社会的な判断を高める力を育むための教材
を以下の 3つの視点から選定する。

○�　よりよい地域の実現に向けた人が存在し，直接
話を聞くなどの追究ができること

○�　事象を支える人が他者と協同して問題解決を
図っている社会的事象が存在すること
○�　集団での話し合いによって，事象の特色や関連，
意味を見出すことができること

　教材化においては，地域の社会的事象を支える人々
の組織的，協働的な活動を追体験できるような事象を
取り上げることによって，子供たちの学び合いを必然
的なものになると考える。

2　社会的な判断を高めるチーム活動の構成
　学習問題に対して，追究の視点に沿った調査や資料
収集の場を設定する。そして，視点に応じた小集団を
形成し，交流活動を設定する。
　具体的には，まず，子供に追究の視点をもとに，学
習問題について調べさせ，考えをつくらせた上で，追
究の視点が同じ子供で，小集団を編制する。これを同
質チームと呼ぶ。そして，同質チームで，相互に，資
料をもとにした判断の出し合い，事実の比べ合いの活
動を行い，判断の根拠となる事実の付加をねらう。次
に，同質チームを解体して，視点が異なる子供を交え
た異質チームを編制し，相互に判断の出し合い，事実
の比べ合いの活動を行い，視点の広がりによる判断の
強化をねらう。この時に，ボードを活用して，事象相
互の関係について矢印や線で結ばせたり，キーワード
を記述させたりする。最後に，代表児童の説明をもと
に，全体で話し合う活動を行う。（図 2）。

3　評価の工夫
　学びの過程や成果を形成的・総括的に評価する。子
供の自己評価を尊重しながら，子供同士の相互評価や
教師の評価なども加える。「学びのふり返りカード」は，
記述による質的な側面（図 3）と，量的な側面（図 4）
から，毎時間記述させる。
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図１　つくり出す活動の構成
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図 2　展開段階におけるつくり出す活動Ⅱの構成
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Ⅴ　指導の実際
1　単元名
　　第 4 学年　走れ！路面電車
　　　　～福岡に路線をつくった渡辺与八郎～

2　本単元の目標

○�　学習問題に対する多様な追究の視点を結び付け
て，事象の特色や意味に対する判断を再構成する
ことができる。
○�　与八郎の行為の意味を願いと営み，目的と手段
などの関係で見たり，視点を付加・修正して考え
たりすることができる。
○�　与八郎の働きを人々の生活の向上や福岡の産業
の発展と関係付けてとらえ，福岡に対する誇りと
愛情をもつことができる。

3　指導の実際と考察

時導入段階：1 ～ 2 ／ 7 時
　福岡市の交通の変遷に伴う社会や地域の人々のく
らしの移り変わりをもとに，与八郎の行為の意味に
迫る学習問題について話し合い，学習問題に対して
予想し，追究の視点をつくる。（つくり出す活動Ⅰ）

　導入段階では，渡辺与八郎が敷いた循環線の路線図
を読み取り，与八郎の行為の意味に迫る学習問題を設
定し，学習問題に対する予想（追究の視点）をもつこ
とをねらいとしている。そのために，与八郎が循環線
を敷く前に，既に福岡に存在した東西に延びる路線図
（貫通線）と福岡を南北に循環する路線図（循環線）
の比較提示と，循環線をつくる上で，市民の反対に苦
心したという事実を提示し，つくり出す活動Ⅰを設定
した。A児は，市民の反対に遭ってまでも福岡に循
環線をつくろうとした行為に疑問をもち，学習問題を
設定した（資料 1）。
　さらに，循環線沿いにある施設（駅や港，建物）に着
目させ，学習問題に対して予想させた。すると，A児
は，博多駅と博多港を結んでいることに着目し，「輸送」
という視点から予想をつくることができた（資料 2）。
（考察 1）
　与八郎が循環線をつくった意味に迫る学習問題の設
定と，追究の視点をもたせる上で，貫通線と循環線の
路線図の比較提示や苦心を感じ取らせる資料提示をも
とに，「つくり出す活動Ⅰ」を設定したことが有効で
あったと考える。それは，資料 2のように路線図が示
す施設相互の位置関係に着目させたことが上手く働い
ていたからである。しかし，具体的な調査や観察の場
の設定については課題が残った。

展開段階：3 ～ 6 ／ 7 時
　与八郎が循環線をつくる前と後の社会や人々の生
活の変化を調べ，学習問題の応えについて話し合う。

（つくり出す活動Ⅱ）

　展開段階では，与八郎が循環線をした意味について，
資料をもとに，与八郎の願いと社会の変化や福岡の産
業の発展を関係付けてとらえることをねらいとしてい
る。そのために，まず，与八郎が循環線をつくった後
の社会の変化に関する資料を提示し，学習問題に対す
る判断を書き表す場を設定した。A児は，人口の増加
や福岡市の税収入の変化と循環線が博多駅と港をつな
いでいる地理的条件を関係付けて判断した（資料 3）。
　そこで，輸送や交通の利便性，循環線の地理的条件
などに着目している子供たちを小集団化したチームを
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図 3　質的側面を見取るふり返りカード

図 4　量的側面を見取るふり返りカード

資料 1　A 児が設定した学習問題

資料 2　Ａ児の学習問題に対する予想
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編制し，「つくり出す活動Ⅱ」を設定した。A児たちは，
「輸送」の視点から追究し，自分の判断と根拠となる
事実を出し合い，比べ合いながら，社会の変化と関係
付けて，循環線の意味を判断した（資料 4）。
　さらに，判断の強化をねらい，追究の視点が異なる

子供を小集団化し，話し合わせた。するとA児は，B
児が発言した，乗り換えという「交通の利便性」の視
点からの事実を自分の判断に付加して（資料 5），循
環線の意味をとらえることができた（資料 6）。
（考察 2）
　与八郎がつくった循環線の意味を判断させる上で，
「つくり出す活動Ⅱ」を設定したことが有効であったと
考える。これは，視点が同質のチームによる追究と異
質のチームによる追究を設定したことが有効に働いた
からである。資料 6に見られるように循環線の意味を
与八郎の目的と手段の関係から考え，自分の判断を再
構成してとらえる姿が見られた。さらに，資料 7の交
流後の自己評価から，追究の視点が異なる小集団で話
し合わせた結果，A児が友だちの考えと自分の考えを
結び付けて，最終的な判断をすることができた学び合
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資料 4　同質の小集団での話し合いの様子

Ａ児
　与八郎が循環線をつ
くったのは福岡の発展の
ため。博多駅と博多港を
つないで人や荷物を集め
たんだ。だから，人口や
商店が増えたんだ。

B 児
　私も，与八郎が循環線
をつくったのは福岡の発
展のため。博多駅と港を
回って，人や品物を運ぶ
から，周りに店が増えた
んだよ。

Ａ児
　与八郎の循環線は，博多駅と博多港をつないで
人や荷物を集めることで，人や商店を増やし，福
岡の発展を考えたと思う。
Ｂ児
　ちょっといいですか。貫通線と循環線がを交差
させて，乗り換えできるようにしたよね。これも，
人や物を集める工夫だよ。
Ａ児
　なるほど。人や物を集中させたんだ。

資料 5　異質の小集団での話し合いの様子

資料 3　Ａ児の学習問題に対する判断①

Ａ児
　与八郎は，貫通線と違って，博多駅と博多港を
つないで多くの人と物を集めることに加えて，乗
り換えできるようにして，さらに人を集中させる
ことで，福岡の発展を考えたと思います。

資料 6　A 児の学習問題に対する最終判断

資料 7　交流後の A 児の自己評価

資料 8　A 児の自己評価の変容
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いの価値を実感していることが読み取れる。資料 8の
自己評価の変容から，視点の異なる小集団を形成して
話し合わせたことが有効に働いたことが読み取れる。

発展段階：7 ／ 7 時
　与八郎の「幻の循環線」の資料や，与八郎の生き
方を感動的に描いたVTRを視聴し，自分と社会との
かかわりについて話し合う。

　発展段階では，与八郎のこれからの自分と社会との
かかわりを判断することをねらいとしている。そのた
めに，与八郎が構想していた「幻の循環線」の資料や
生き方を資料を提示し，「つくり出す活動Ⅲ」を設定
した。A児は，与八郎の働きと，自分が利用する公
共の交通機関の利便性とを結び付けて考え，判断した
（資料 9）。
（考察 3）
　これからの自分と「交通」を視点にした社会とのか
かわりを判断させる上で，「幻の循環線」の資料提示と，
現在の交通機関の関係をもとに，「つくり出す活動Ⅲ」
を設定したことが有効であったと考える。これは，与
八郎の未来の福岡に対する思いや願いと現在の交通と
の関係に着目させたことが有効に働いたからである。
資料 9の「与八郎さんのおかげです。感謝して乗りた
い」という記述は，与八郎の働きに恩恵を感じ，福岡
の発展に誇りと愛情をもった姿である。

Ⅵ　全体考察
　考察 1，2 から，与八郎が循環線をつくった意味に
ついて，子供が，多様な視点をもつ友達との追究を通
して，与八郎の福岡を発展させたいという願いと，「輸
送」「交通の利便性」「地理的条件」などを関係付けて
とらえる姿が見られた。また，考察 3から，与八郎の
働きを自分の生活と結び付けて，恩恵を感じ，福岡の
発展に対する誇りや愛情をもった姿が読み取れる。資

料 10 は，A児が書いた単元学習後の感想である。こ
の感想から，A児が，「輸送」の視点から循環線と福
岡の発展を関係付けて，多面的に考えたり，友達の判
断をもとに自分の考えを再構成したり，与八郎の願い
と行為を結び付け，循環線の意味を総合的にとらえた
姿が読み取れる。さらに，与八郎の働きと自分の生活
を結び付けて，恩恵を感じている姿までもが読み取れ
る。以上から，「つくり出す活動Ⅱ」の活動構成が有
効に働いたと言える。

Ⅶ　成果と課題
　資料 11 は，単元前と単元後に調査した子供の学び
合いの価値の実感に関する結果である。単元前と単元
後を比較すると，学び合いの価値に関して，単元前は，
「とても」と感じている子供が 33％であったのに対し
て，単元後は，68％とおよそ 2倍に増えている。その
理由として，考えの広がりや深まり，自分の考えに対
して自信がもてたことを挙げている。学級全体として，
学び合いに価値を感じている姿が見られた。　
　以上のような実践をもとに，展開段階におけるつく
り出す活動Ⅱの場面において，同質と異質のチームに
よる 2つの交流活動を設定すると，地域社会に対する
誇りや愛情をもって，社会的な判断を高める子供が育
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資料 9　A 児の自分と社会とのかかわり

資料 10　A 児の単元学習後の感想

資料 11　学び合いの価値に関する調査結果

【単元後】

とても
３３％

まあまあ
３８％

あまり
２１％

ほとんど
８％

とても
５６％

まあまあ
２２％

あまり
１７％

ほとんど
５％

主な理由
・ 自分が気が付かない考えを知る
ことができるから
・ 一人でも答えが出せたから
・ 友達の考えとごっちゃになる

主な理由
・ 自分の考えに自信がもてたから
・ 考えが広がる，深まる
・ 自分が気が付かない考えを知る
ことができたから

学び合う力の変容（調整力を中心に）Ｎ＝４０

チームでの学び合いのよさを感じていますか。

【単元前】
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つことが明らかになった。
　課題としては，地域社会に誇りと愛情をもつ重点単
元として，第 4学年の先人の働きの学習では，教師の
資料提示による「つくり出す活動」と小集団の編制を
行いましたが，さらに，地域社会に誇りや愛情をもち，
社会的な判断を高め合うために，伝統や文化を間口に
した県の特色の学習では，当事者に直接かかわること
によるつくり出す活動や，子供の資料の求めに応じた
小集団を編制することでである。
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